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スンダ弧のALOS/PALSARシーン範囲の図 
 

他人から頂いた図なので、削除しました。 

ALOSが地震火山研究で貢献したこと： 
あらゆる地域での地殻変動検出 

• 地震の複雑性が明らかに 
• 世界中の火山のモニタリングが可能に 

– 「全地球火山監視システム」は夢物語ではない 
– 系統的な火山・テクトニクスの研究が可能 

The frames analyzed by Estelle Chaussard, 
a student at Univ. Miami 



ちなみに、このスンダ弧3000kmの時系列解析
は、たった一人の学生によって行われました。 

例えば日本列島全域の変動時系列を解析し
公開するようなことは、データ量等の問題を含
めても現時点で十分可能だと思います。 

スンダ弧の火山、時系列解析結果の図 
 

他人から頂いた図なので、削除しました。 



ALOSの短所 

• 再来周期が長い 

• 観測が少ない 

• 電離層ノイズ 

 

 

地殻変動モニタリング（時系列で変動を追跡
していく）には使いにくい。 

ALOS-2で改善
できる！ 

次のミッショ
ンでは是非！ 



本日のメッセージ： 
ALOS-2への期待 

• これからの干渉SAR＝微小な変動の推移を測定す
る。イメージ：GEONETの高空間解像度版。  
（地震火山イベントに伴う変動検出は当然） 

• そのためには、高頻度観測が決定的に重要。３つ
の意義：①時間干渉度劣化の回避、②画像枚数を
かせぐことによるノイズ軽減、③時間分解能。 

– 基本観測として広域観測モードを！ 

– 昇交・降交軌道の両方からの観測を！ 

– 右左両方向の観測より、どちらかを！ 

• 単偏波（？）（分解能向上のため） 

• Sentinelには負けないで欲しい。相補的、あるい
は上をいくデータを！ 



Sentinel-1@ESA 
2013年 2nd Quarter打ち上げ 



http://www.esa.int/esapub/bulletin/bulletin131/bul131a_attema.pdf 

基本観測モード 

データは無料公開。 

(+orbital tube 50m) 



ERS-2、撮像日間隔36日の干渉画像の図 
 

他人から頂いた図なので、削除しました。 



Δt=12日なら（Cバンドでも）
かなり使えそう。 
（Δdopplerが270Hzもあることも留意） 

ERS-2、撮像日間隔12日（Sentinelと同じ）の干渉画像の図 
 

他人から頂いた図なので、削除しました。 



ERS-2、東北地方の時系列解析の図（GPSとσ~1cmくらいで整合） 
 

他人から頂いた図なので、削除しました。 



Zhenghong Li et al.のFRINGE 2011ワークショップ 発表の図 
 

ネバタの地熱プラントの地盤沈下について、 
InSARとGPSの時系列を比較したところ、RMSで0.5mm/yrの一致性 

 
他人から頂いた図なので、削除しました。 



干渉SARで大地の時々刻々 
とした変形を測る 

いずれのターゲットにとっても、干渉SARの時
系列解析はモニタリング（監視）・メカニズ
ム研究（災害学理の追求）の両方にとって大
変有用。 

mm、mm/yearレベルで変動がわかれば、相当の
ことがわかるはず 

干渉SARの４大ターゲット： 
     地震・火山・地盤沈下・地すべ
り 



• 変動帯（日本列島など）の変形 

国土地理院 http://mekira.gsi.go.jp/ 

変形は、活断層周辺や火山地域
にどの程度局在化するのか？ 

  
 

変位 

〜10km? 

〜10km 



岩手・宮城内陸地震：地震前の変動 

国土地理院, 2010, 地震予知連絡会報, 83, 59-81. 

明らかに、この観測点
だけ周囲と違う動きを
している。火山性の変
動？前駆的すべり？本
震との関係は？ 
 
しかし、一点のみ。 
InSARがあれば。。。 



2km 

広域観測モードの解像度100mで
も、地すべりに伴う変動を測定
することはできそう。 

Q: 広域観測モードで実現される分解
能（解像セルの大きさ）は？分解能は
高いほうが当然望ましい。10mから50m
の分解能があるのが理想的（by 千木
良教授＠京大防災研） 

TOPSモードはできませんか？ 

防災科研 



昇交データ？降交データ？ 



少なくとも、「昇交干渉画像の方が
明らかに電離層ノイズが少ない」 
とは言えなさそう。 
（しかも、変動空間スケールが小さい地すべりや
地盤沈下は、電離層ノイズはあまり関係ない） 

 
昇交と降交の両方あるのが理想的。 

降交干渉画像 昇交干渉画像 



おまけ：Geosynchronous InSAR 

Rosen et al. (2010, IGARSS) 



まとめ：ALOS2への期待 
• これからの干渉SAR＝微小な変動の推移を測定す
る。（イメージ：GEONETの高空間解像度版） 

• そのためには、高頻度観測が決定的に重要。３つ
の意義：①時間干渉度劣化の回避、②画像枚数を
かせぐことによるノイズ軽減、③時間分解能。 

– 基本観測として広域観測モードを！ 

– 昇交・降交軌道の両方からの観測を！ 

– 右左両方向の観測より、どちらかを！ 

• Sentinelには負けないで欲しい。相補的、あるい
は上をいくデータを！ 


